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令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校入学者選抜に係る日程  

期   日 事    項 送付者  送付先  

11月 15日 (金 )～ 
11月 25日 (月 ) 
        

【入学志願特別事情具申書の提出】 P1 
「出願資格」（２）イの①・②のいずれかに該当するものが
出願を希望する場合県立中学校（ TEL0191-23-4411）へあら
かじめ連絡の上、次の書類を提出すること 
提出書類 
入学志願特別事情具申書（様式１） 
具申書提出者用返信用封筒 (簡易書留、 460円分の切
手貼付） 

 

該当  

保護者  

 

中学校長  

 

入学志願特別事
情具申書提出後 

【入学志願許可書（様式２）の送付について】 P2 中学校長  該当  

保護者  

11月 26日 (火 )～ 
12月  5日 (木 ) 
※期間内必着 
 

【入学願書等の提出】 P2 

提出書類等 
１  入学選考料納付書（県証紙 2,200円分貼付）  

２  入学願書（写真貼付）  

３  受検票（写真貼付）  

４  受検票送付用封筒 (簡易書留、 460円分の切手貼付 ) 

５  選抜結果通知書送付用封筒 (簡易書留、 460円分の切手貼付 ) 

６  入学志願許可書（該当者のみ）  

７  海外在住状況証明書（該当者のみ）  

８  入学選考料免除に係る必要書類（該当者のみ）  
 

保護者  

 

中学校長 

 

12月 18日 (水 ) 
 までに投函 

【受検票の交付及び送付】 P4 中学校長 志願者  

入学志願者一覧表の送付  中学校長 在籍小学校長  

12月 26日 (木 ) 
 簡易書留 
期日指定 

       
  

 

【調査書の提出について】 P4 

提出の流れ 
１  保護者は、調査書の作成を小学校へ依頼する。  
２  小学校長は、調査書を作成し、所定の封筒に入れ、
厳封して保護者に送付するか、又は手渡す。 

３  保護者は、期日までに厳封された調査書を郵送によ
り中学校長あて提出する。  

保護者  

 

中学校長 

 

1月 18日 (土 ) 本検査（適性検査Ⅰ・適性検査Ⅱ・適性検査Ⅲ・面接）    

1月 25日 (土 ) 追検査（適性検査Ⅰ・適性検査Ⅱ・適性検査Ⅲ・面接）    
1月 30日 (木 ) 

までに投函 

【入学者選抜結果通知】 P7 

★選抜された志願者は「入学予定候補者」となる。  
中学校長 

 

志願者  

在籍小学校長  

2月 4日 (火 ) 
※受付時間 
 9時～ 12時 
13時～ 16時 
※受付場所 
 一関第一高等
 学校  中会議室 
 

【入学予定候補者の手続】 P7 

★手続終了後、「入学予定者証明書」を交付する。  

★手続を終了した入学予定候補者は「入学予定者」となる 

提出書類等 
１  受検票 
２  入学者選抜結果通知書（合格通知書）  
３  入学確約書 

 

 

 

 

2月 5日 (水 )16時
までに提出 
 

【就学先の届出】 P8 

★手続き時に交付された「入学予定者証明書」を住所の存す

る市町村教育委員会へ提出する。 

★以降、保護者の転勤等による辞退や資格を失う等による取

消がない限り、入学予定者は入学者となる。 

保護者  住所の存
する市町
村教育委
員会  

〈問い合わせ先〉 
 ○岩手県教育委員会事務局学校教育室  義務教育担当 
  郵便番号：０２０－８５７０  住所：岩手県盛岡市内丸１０－１  
  電話番号：０１９－６２９－６１３７ 
 ○岩手県立一関第一高等学校附属中学校  
  郵便番号：０２１－０８９４  住所：岩手県一関市磐井町９－１  
  電話番号：０１９１－２３－４４１１ 
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令令和和７７年年度度岩岩手手県県立立一一関関第第一一高高等等学学校校附附属属中中学学校校入入学学者者選選抜抜実実施施要要項項 

 

１１  出出願願資資格格 

（１）次のア、イのいずれの条件も満たす児童で、岩手県立一関第一高等学校附属中学校 

  の教育理念により岩手県立一関第一高等学校までの６年間の学校生活を強く希望し、 

  入学予定者となった場合に入学を確約できる者とする。  
     
 
 
 

ア 令和７年３月に小学校又は特別支援学校の小学部を卒業する見込みの者もしく 

  は令和７年３月に義務教育学校前期課程を修了する見込みの者 

（以下、特別支援学校の小学部及び義務教育学校前期課程も含めて「小学校」という。） 

  イ 保護者とともに岩手県内に住所を有し、入学後も引き続き岩手県内の保護者の住 

   所地から通学することが確実な者 

 

（２）（１）のイを満たさない場合であっても、次の条件のいずれかを満たす場合は資格 

  があるものとみなす。 

  ア 出願時には保護者とともに岩手県内に住所を有するが、特別な家庭の事情により、 

   入学後は岩手県内に住所を有する三親等以内の成人の親族（以下「親族等」という。） 

   の住所地から通学することが確実な者（例えば、保護者の遠方勤務又は長期出張に 

   伴って、親族等に児童の保護を託す場合等） 

  イ 県外からの出願の場合（県外に住所を有する場合） 

   ① 保護者の転勤や新居建築等に伴う一家転住の事情により、入学までに保護者と 

    ともに岩手県内に住所を異動し、入学後も引き続きその住所地から通学すること 

    が確実な者 

   ② 特別な家庭の事情により、入学までに岩手県内に住所を有する親族等の住所地 

    に異動し、入学後も引き続きその住所地から通学することが確実な者（例えば、 

    保護者の遠方勤務又は長期出張に伴って、親族等に児童の保護を託す場合等） 

  ウ 海外からの出願の場合（海外に住所を有する場合） 

   ① 海外に在住中で日本人学校を卒業見込みの者が出願をする場合は、「１ 出願 

    資格」（２）イに準ずるものとする。 

   ② 外国の小学校を卒業見込みの者又は卒業した者で、平成２４年４月２日から平 

    成２５年４月１日の間に生まれた者が出願をする場合は、「１ 出願資格」（２） 

    ウ①に準ずるものとする。 

 

２２  募募集集定定員員 

  ７０名  学級数２ 

 

 

 

 

 

 
中高一貫教育のもと、特色ある教育活動を展開し、豊かな人間性と高い知性を合わせ

持ち、社会の進歩と発展に貢献する次世代のリーダーを育成する。  

【教育理念】 
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（４）提出先 

   〒０２１－０８９４ 岩手県一関市磐井町９－１ 

              岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 

 

（５）その他 

ア 開封された「調査書」は受け付けないこととする。 

イ 「調査書」が提出されなかった場合、選抜検査を受けることができな  
いことがある。 

 

５５  入入学学者者選選抜抜検検査査 

（１）本検査方法 

   適性検査Ⅰ・適性検査Ⅱ・適性検査Ⅲ・面接  
  ア 適性検査Ⅰ・適性検査Ⅱ 

    思考力・判断力・表現力など、小学校の教育課程に基づく学習によって身に付け 

   た総合的な力をみる。 

   ① 検査時間 各３５分間（３５分間×２） 

   ② 配  点 各１００点（１００点×２） 

  イ 適性検査Ⅲ 

   【作文】  
    自分の考えや意見をまとめ、筋道を立てて的確に文章で表現する力などをみる。 
   ① 検査時間 ３０分間 

   ② 配  点 ３０点  
   【放送を聞いて答える問題】  
    話し手が伝えている内容を的確に捉える力をみるとともに、主体的に学びに向か  
   う姿勢や、よりよい学校生活の実現に参画しようとする態度などをみる。  
   ① 検査時間 １５分間 

   ② 配  点 ３０点  
  ウ 面接 

    自分の考えをわかりやすく伝えようとする表現力や、コミュニケーション能力な  
   どをみる。  
   ① 方  法 受検者４～５人程度の集団面接 ２０分間程度 

   ② 配  点 ４０点 

 

（２）本検査の期日及び会場 

   令令和和７７年年１１月月１１８８日日（（土土））  岩岩手手県県立立一一関関第第一一高高等等学学校校附附属属中中学学校校 

   所在地：岩手県一関市磐井町９－１ 電話：０１９１－２３－４４１１ 
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（３）本検査日程  

時  間 日      程 

８：４０～ ９：１０ 受付（所定の部屋へ入室、着席） 

９：１０～ ９：３０ 諸連絡、検査用紙配付 

９：３０～１０：０５ 適適性性検検査査ⅠⅠ（（３３５５分分間間））  

１０：０５～１０：３０ 休憩、検査用紙配付 

１０：３０～１１：０５ 適適性性検検査査ⅡⅡ（（３３５５分分間間））  

１１：０５～１１：３０ 休憩、検査用紙配付 

１１：３０～１２：１５ 適適性性検検査査ⅢⅢ（（４４５５分分間間））  

１２：１５～１３：１５ 昼食（各自持参）・休憩 

１３：１５～１３：３０ 控室集合、面接諸注意 

１３：３０～１５：００ 面面接接 

終了のめど １５：１０ 面接終了後、随時解散 

 
（４）本検査を受ける上での留意事項 

  ア ９時１０分までに所定の部屋（以下「検査会場」という。）へ入室し着席す  

   ること。着席後、直ちに受検票を机の右上に置くこと。係員が志願者本人と確認し 

   た時点で受付を済ませたこととする。 

  イ 受付終了時刻時点で検査会場へ入室・着席していなかった場合は、原則として本 
選抜検査を受けることはできない。 

    災害等で公的交通機関が遅れる等、不慮の事情で受付終了時刻までに受付を完了 

   できない事態が発生した場合は、直ちに選抜検査会場校である県立中学校まで連絡 

   すること。 

  ウ 休憩等の時間に検査会場を離れた場合、所定の時刻までに入室・着席すること。 

   入室・着席しない場合は原則として検査等を受けることはできない。 

  エ 保護者の検査会場への出入り及び児童の呼び出しはできない。（保護者控室を準 

   備する。） 

  オ 本検査日に持参するもの 

   ①受検票 ②鉛筆（シャープペンシルも可） ③消しゴム ④上ばき  

   ⑤定規（三角定規も可。ただし、分度器付きのもの、折りたたみ定規は禁止） 

   ⑥コンパス ⑦靴入れ（下ばき入れ） ⑧昼食、水筒  
また、上記のほかに、携帯用鉛筆削り、時計（ただし、辞書機能や通信機能、計

算機付きのものは禁止）、面接の待ち時間に読書するための小説本や必要に応じて

常備薬・ティッシュ・ハンカチ・教科書・参考書は持参してよい。 
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カ 携帯電話等の通信機器の持ち込みについて 

     検査会場を含む敷地内への携帯電話等の持ち込みを禁止する。もし、携帯電話等

を検査会場へ持ち込んでしまった場合は、諸連絡が終わる前に係員に提出するこ

と。提出された携帯電話等の返却は面接終了以降とし、詳細は諸連絡時に連絡する。 

    適性検査Ⅰの開始以降に携帯電話等を所持していることが明らかになった場合

は、その時点以降の選抜検査を受けることはできない。また、それ以前の選抜検査

については、すべて無効とする。  
 

６６  入入学学予予定定候候補補者者のの決決定定及及びび結結果果のの通通知知 

（１）県立中学校長は、選抜検査の結果により、入学志願者の意欲や適性等を総合的に判 

 断して入入学学予予定定候候補補者者を決定する。なお、その決定に当たっては、小学校長が作成し 

 た「調査書（様式４）」を参考にする。 

 

（２）県立中学校長は、志願者全員に対して「入学者選抜結果通知書（様式６－１・６－ 

  ２）」を、志願者が在籍する小学校長に対して「入学者選抜結果等一覧表（様式７）」 

  を、それぞれ郵便により送付する。 

   上記書類は令和７年１月３０日（木）までに投函することとする。 

   なお、「入学者選抜結果通知書（様式６－１・６－２）」には、志願者の適性検査

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・面接の総合得点を記載し、通知するものとする。 

 

（３）入学予定候補者については、その受検番号のみを岩手県教育委員会ホームページ上 

  に掲載する。掲載する期間は令和７年１月３０日（木）１５時頃から２月４日（火）  
１５時頃までとする。 

   なお、入学予定候補者の掲示による発表はしない。 

       岩岩手手県県 UURRLL          hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..iiwwaattee..jjpp//  

          教教育育・・文文化化→→教教育育→→学学校校教教育育→→県県立立中中学学校校入入学学者者選選抜抜  

            →→令令和和７７年年度度岩岩手手県県立立一一関関第第一一高高等等学学校校附附属属中中学学校校のの入入学学予予定定候候補補者者  

 

（４）選抜結果及び受検者の総合得点についての電話や口頭による問い合わせには対応し 

 ない。 

 

７７  入入学学予予定定候候補補者者のの手手続続 

（１）入学予定候補者の保護者は、下記期日に必要書類を持参し、入学に関する手続を行 

  うこと。 

 

（２）手続期日 

  ア 令和７年２月４日（火）とする。 

  イ 受付時間は９時～１２時、１３時～１６時とし、それ以降は受け付けない。  
 

（３）手続を行う場所 

   岩手県立一関第一高等学校 中会議室  

   所在地：岩手県一関市磐井町９－１ 
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カ 携帯電話等の通信機器の持ち込みについて 

     検査会場を含む敷地内への携帯電話等の持ち込みを禁止する。もし、携帯電話等

を検査会場へ持ち込んでしまった場合は、諸連絡が終わる前に係員に提出するこ

と。提出された携帯電話等の返却は面接終了以降とし、詳細は諸連絡時に連絡する。 

    適性検査Ⅰの開始以降に携帯電話等を所持していることが明らかになった場合

は、その時点以降の選抜検査を受けることはできない。また、それ以前の選抜検査

については、すべて無効とする。  
 

６６  入入学学予予定定候候補補者者のの決決定定及及びび結結果果のの通通知知 

（１）県立中学校長は、選抜検査の結果により、入学志願者の意欲や適性等を総合的に判 

 断して入入学学予予定定候候補補者者を決定する。なお、その決定に当たっては、小学校長が作成し 

 た「調査書（様式４）」を参考にする。 

 

（２）県立中学校長は、志願者全員に対して「入学者選抜結果通知書（様式６－１・６－ 

  ２）」を、志願者が在籍する小学校長に対して「入学者選抜結果等一覧表（様式７）」 

  を、それぞれ郵便により送付する。 

   上記書類は令和７年１月３０日（木）までに投函することとする。 

   なお、「入学者選抜結果通知書（様式６－１・６－２）」には、志願者の適性検査

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・面接の総合得点を記載し、通知するものとする。 

 

（３）入学予定候補者については、その受検番号のみを岩手県教育委員会ホームページ上 

  に掲載する。掲載する期間は令和７年１月３０日（木）１５時頃から２月４日（火）  
１５時頃までとする。 

   なお、入学予定候補者の掲示による発表はしない。 

       岩岩手手県県 UURRLL          hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..iiwwaattee..jjpp//  

          教教育育・・文文化化→→教教育育→→学学校校教教育育→→県県立立中中学学校校入入学学者者選選抜抜  

            →→令令和和７７年年度度岩岩手手県県立立一一関関第第一一高高等等学学校校附附属属中中学学校校のの入入学学予予定定候候補補者者  

 

（４）選抜結果及び受検者の総合得点についての電話や口頭による問い合わせには対応し 

 ない。 

 

７７  入入学学予予定定候候補補者者のの手手続続 

（１）入学予定候補者の保護者は、下記期日に必要書類を持参し、入学に関する手続を行 

  うこと。 

 

（２）手続期日 

  ア 令和７年２月４日（火）とする。 

  イ 受付時間は９時～１２時、１３時～１６時とし、それ以降は受け付けない。  
 

（３）手続を行う場所 

   岩手県立一関第一高等学校 中会議室  

   所在地：岩手県一関市磐井町９－１ 
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（４）手続に必要な書類 

  ア 受検票 

  イ 入学者選抜結果通知書（合格通知書）（様式６－１）  
    郵送されたもの。県立中学校長の印がないものは受け付けない。 

  ウ 入学確約書（様式８） 

    「入学確約書（様式８）」に記載されてある注意事項をよく読んで、必要事項を 

   記入すること。  
 

（５）県立中学校長は、入学予定候補者の保護者から「入学確約書（様式８）」等の提出 

  があった場合、入入学学予予定定者者として決定するとともに、「入学予定者証明書（様式９）」 

  を交付する。また、入学予定者が在籍する小学校長に「入学予定者決定通知書（様式 

  １０）」を郵送する。  
 

（６）期日に手続をしなかった場合は、入学予定者になることを辞退したものとみなす。 

 

８８  入入学学予予定定者者のの手手続続 

（１）入学予定者となった児童の保護者は、令和７年２月５日（水）１６時までに、住所

の存する市町村教育委員会へ出向き、交付された「入学予定者証明書（様式９）」を

添えて、児童を岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ就学させる旨を届け出ること。 
   なお、令和７年３月３１日までに転居することがある場合は、転居先の市町村教  
  育委員会へ持参し届け出ること。  
 

（２）入学予定者となった児童が、保護者の転勤等やむを得ない事情により入学を辞退し 

 ようとする場合、保護者は速やかに「入学辞退届（様式１１）」に入学予定者の受検 

 票を添え、郵送または持参により窓口まで提出すること。（「入学予定者証明書（様 

 式９）」を市町村教育委員会へ提出していない場合は同証明書を含む。） 

   窓口は岩手県立一関第一高等学校附属中学校事務室（一関第一高等学校事務室）と 

  する。（所在地：岩手県一関市磐井町９－１） 

   

９９  入入学学予予定定（（候候補補））者者のの資資格格のの取取消消しし 

  入学者選抜等にかかる不正の事実が判明したときは、入学予定（候補）者である資格 

を取り消すこととする。 

 

1100  欠欠員員補補充充 

  県立中学校長は、入学予定者の人数が募集定員に満たなかった場合欠員の補充を行う。 

  なお、欠員補充の期間（入学意思の確認を含む。）は、原則として令和７年２月４日

（火）１６時から１８時までとする。その場合の該当者への入学意志の確認は、入学願

書の保護者欄に記載された連絡先へ県立中学校長から、電話で直接連絡する方法により

行う。また、その際に手続の方法等についても説明する。  
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様式１（Ａ４縦長）

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 様

ふりがな

本人氏名

在籍学校名 立
令和　　 　年　 　　月卒業見込

保護者氏名

1 本人及び保護者の現住所及び転居予定地等

2 岩手県内の三親等以内の親族に保護を託す場合等 ※　該当しない場合は空欄とする

3 事由（詳細に記入してください）

4 添付書類名 □新居建築契約書の写し □親族の住民票

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　該当するものにチェック（レ）してください。

5 出願に係る在籍小学校長の証明欄

　本入学志願者は、貴校以外の公立中高一貫教育校に出願しないことを証明します。

　 令和　　　年　　月　　日 　
氏　　　　　　　　名

立　　　　　　　　　　　　　   　　　     校長　　　　　　　　　　 印

※　転居予定地が未定の場合は、市町村名までの記入でよい

保護者

現住所

転居予定地

連絡先電話番号

親　　族
本人との関係現住所

本　　人

　　　令和　　　年　　月　　日

 下記の事情により、岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ入学を志願したいので、関係書
類を添えて提出します。
 また、貴校以外の公立中高一貫教育校に出願しないことを約束します。

入  学  志  願  特  別  事  情  具  申  書

記

現住所

岩手県　　　　　　　　　　市　町　村　（○で囲む）

本人との関係

連絡先電
話番号

氏名

転居予定地 岩手県　　　　　　　　　　市　町　村　（○で囲む）

- 11 -
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様式１（Ａ４縦長）

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 様

ふりがな

本人氏名

在籍学校名 立
令和　　 　年　 　　月卒業見込

保護者氏名

1 本人及び保護者の現住所及び転居予定地等

2 岩手県内の三親等以内の親族に保護を託す場合等 ※　該当しない場合は空欄とする

3 事由（詳細に記入してください）

4 添付書類名 □新居建築契約書の写し □親族の住民票

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　該当するものにチェック（レ）してください。

5 出願に係る在籍小学校長の証明欄

　本入学志願者は、貴校以外の公立中高一貫教育校に出願しないことを証明します。

　 令和　　　年　　月　　日 　
氏　　　　　　　　名

立　　　　　　　　　　　　　   　　　     校長　　　　　　　　　　 印

※　転居予定地が未定の場合は、市町村名までの記入でよい

保護者

現住所

転居予定地

連絡先電話番号

親　　族
本人との関係現住所

本　　人

　　　令和　　　年　　月　　日

 下記の事情により、岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ入学を志願したいので、関係書
類を添えて提出します。
 また、貴校以外の公立中高一貫教育校に出願しないことを約束します。

入  学  志  願  特  別  事  情  具  申  書

記

現住所

岩手県　　　　　　　　　　市　町　村　（○で囲む）

本人との関係

連絡先電
話番号

氏名

転居予定地 岩手県　　　　　　　　　　市　町　村　（○で囲む）
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様式２（Ａ４縦長）

本人 様

保護者 様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

　令和　　年　　月　　日

入 学 志 願 許 可 書

入学志願特別事情具申書と関係書類を審査した結果、岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ
の入学志願を許可いたします。

- 12 -
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様式３（Ａ４縦長）
　　　令和　　　年　　月　　日

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　　様

志願者氏名

保護者氏名

1 海外在住地名 国名 都市名

2 出国年月日 （日本に在住したことがない場合は二重線で消す）

3 帰国（来日）年月 （外国籍の児童の場合は「来日」を○で囲む）

4 在外期間 　　　　年　 　　ヶ月

5 志願者の出国前・海外在住中・帰国後の教育歴

 １　備考欄には、教科等における日本との違い、日本語の話せる程度等について記入する。

 ２　その他参考になることがあれば記入する。

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

　 次の記載事項は事実と相違ありません。

海　外　在　住　状　況　証　明　書

記

学校名 所在地（都市名） 学　年 期　　　　間

平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

備
考

(注)

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

- 13 -
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様式３（Ａ４縦長）
　　　令和　　　年　　月　　日

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　　様

志願者氏名

保護者氏名

1 海外在住地名 国名 都市名

2 出国年月日 （日本に在住したことがない場合は二重線で消す）

3 帰国（来日）年月 （外国籍の児童の場合は「来日」を○で囲む）

4 在外期間 　　　　年　 　　ヶ月

5 志願者の出国前・海外在住中・帰国後の教育歴

 １　備考欄には、教科等における日本との違い、日本語の話せる程度等について記入する。

 ２　その他参考になることがあれば記入する。

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

　 次の記載事項は事実と相違ありません。

海　外　在　住　状　況　証　明　書

記

学校名 所在地（都市名） 学　年 期　　　　間

平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

備
考

(注)

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月

平成・令和　　　年　　　月

　　　　　　　～平成・令和　　　年　　　月
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記載責任者・職・氏名

印

特 別 活 動 の 記 録（６年）

総合的な学習の時間の記録（６年）

行動の記録

健 康 ・ 体 力 の 向 上

自 主 ・ 自 律

責 任 感

創 意 工 夫

思 い や り ・ 協 力

生 命 尊 重 ・ 自 然 愛 護

勤 労 ・ 奉 仕

公 正 ・ 公 平

公 共 心 ・ 公 徳 心

受 検 番 号

欠 席 の 記 録

5年

欠席日数

基 本 的 な 生 活 習 慣

　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　　内容

6　年

6年

〇 学 級 活 動 〇

〇 児 童 会 活 動 〇

〇 ク ラ ブ 活 動 〇

〇 学 校 行 事 〇

学 校 名

校 長 氏 名

学校生活上の配慮事項

　　この調査書は事実に相違ないことを証明する。

　　　　令和　　　年　　　月　　　日

資 格 ・ 特 技 健康等に関する特筆すべき事項

外
国
語

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

体

育

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

家

庭

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

図
画
工
作

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

音

楽

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

理

科

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

算

数

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

社

会

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

国

語

様式4(A4縦長）

令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校入学志願に関する調査書

Ⅰ　観 点 別 学 習 状 況

令和７年３月　  卒業見込

各 教 科 の 学 習 の 記 録

教
科

Ⅱ評定

５年 ６年６年観点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    学年

ふ り が な

氏    名

生年月日

現 住 所

志

願

者

性
別

男 ・女

平成　　　　　年　　　　　　月　　　　　日生 主な欠席の理由学年
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調査書作成上の注意  
 
１  記入上の一般的注意  
（１）調査書は、令和６年度第２学期末現在で記入する。  
   ２期制 (前後期制 )の小学校においては、第６学年については、第１期 (前期 )の評価   

を十分参考として令和６年１２月末現在における児童の評価等を記載する。  
（２）黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書で記入する。  
（３）数字は原則として算用数字を用いる。（氏名や小学校名等、固有名詞の場合はその   

限りではない。）  
（４）「校長氏名」欄の印は公印とする。  
（５）間違って記入した場合は、その部分に二重線を引き訂正し、記載責任者の訂正印を   

押す。  
（６）必要に応じてゴム印を用いてもよい。  
（７）様式が同じであれば、コンピュータ等で作成したものも可とする。  
（８）調査書（様式４）をコピーして使用してよい。また、岩手県教育委員会のホームペ   

ージから調査書（様式４）をダウンロードし、パソコンを使用して作成してもよい。  

（いずれも規格は日本工業規格Ａ４縦型とする。）  
   岩手県 URL https://www.pref.iwate.jp/  
        教育・文化→教育→学校教育→県立中学校入学者選抜  
     →令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校入学者選抜実施要項につ      

いて→調査書（様式４）  
 
２  各欄記入上の注意  
（１）「志願者」の欄には、次のように記入する。  
  ア 「氏名」の欄について。  
   ①  戸籍上の氏名を記入する。  
   ②  ふりがなを「ひらがな」で記入する。  
   ③  外国籍の場合、日本名による通称がある場合は、外国籍の氏名とともに、その     

右横に（  ）を付して通称を記入する。その場合、外国籍の氏名のふりがなは「カ

タカナ」も可とする。  
  イ 「性別」の欄は、男か女のいずれかを○で囲む。  
  ウ 「現住所」の欄は、丁目、番地等の区分表記を省略してよい。  
     例「岩手県一関市○○二丁目９番２号」→「岩手県一関市○○２－９－２」  
（２）「受検番号」の欄には、志願者の受検番号を記入する。  
（３）「欠席の記録」の欄には、次のように記入する。  
  ア 「欠席日数」の欄には、第５学年及び第６学年の欠席日数を記入する。欠席がな    

い場合は０を記入する。  
  イ 第６学年の欠席日数については、記載日現在のものとする。  
  ウ  第５学年または第６学年において欠席がある場合は、「主な欠席の理由」の欄に    
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調査書作成上の注意  
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   ２期制 (前後期制 )の小学校においては、第６学年については、第１期 (前期 )の評価   

を十分参考として令和６年１２月末現在における児童の評価等を記載する。  
（２）黒又は青インク（ボールペン可）を使用し、かい書で記入する。  
（３）数字は原則として算用数字を用いる。（氏名や小学校名等、固有名詞の場合はその   

限りではない。）  
（４）「校長氏名」欄の印は公印とする。  
（５）間違って記入した場合は、その部分に二重線を引き訂正し、記載責任者の訂正印を   

押す。  
（６）必要に応じてゴム印を用いてもよい。  
（７）様式が同じであれば、コンピュータ等で作成したものも可とする。  
（８）調査書（様式４）をコピーして使用してよい。また、岩手県教育委員会のホームペ   

ージから調査書（様式４）をダウンロードし、パソコンを使用して作成してもよい。  

（いずれも規格は日本工業規格Ａ４縦型とする。）  
   岩手県 URL https://www.pref.iwate.jp/  
        教育・文化→教育→学校教育→県立中学校入学者選抜  
     →令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校入学者選抜実施要項につ      

いて→調査書（様式４）  
 
２  各欄記入上の注意  
（１）「志願者」の欄には、次のように記入する。  
  ア 「氏名」の欄について。  
   ①  戸籍上の氏名を記入する。  
   ②  ふりがなを「ひらがな」で記入する。  
   ③  外国籍の場合、日本名による通称がある場合は、外国籍の氏名とともに、その     

右横に（  ）を付して通称を記入する。その場合、外国籍の氏名のふりがなは「カ

タカナ」も可とする。  
  イ 「性別」の欄は、男か女のいずれかを○で囲む。  
  ウ 「現住所」の欄は、丁目、番地等の区分表記を省略してよい。  
     例「岩手県一関市○○二丁目９番２号」→「岩手県一関市○○２－９－２」  
（２）「受検番号」の欄には、志願者の受検番号を記入する。  
（３）「欠席の記録」の欄には、次のように記入する。  
  ア 「欠席日数」の欄には、第５学年及び第６学年の欠席日数を記入する。欠席がな    

い場合は０を記入する。  
  イ 第６学年の欠席日数については、記載日現在のものとする。  
  ウ  第５学年または第６学年において欠席がある場合は、「主な欠席の理由」の欄に    
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その理由を記入する。  
（４）「各教科の学習の記録」の欄には、次のように記入する。なお、第５学年については、

小学校児童指導要録（以下「指導要録」という。）に基づいて記載し、第６学年につい

ては、第１学期及び第２学期の評価を十分参考として令和６年度第２学期末現在にお

ける児童の評価等を記載する。  
  ア 「Ⅰ観点別学習状況」の欄には、第６学年の観点別学習状況について記入する。

なお、観点別学習状況は、小学校学習指導要領（以下「学習指導要領」という。）

に示す各教科の目標に照らして、観点ごとに評価し、Ａ、Ｂ、Ｃの記号により記入

する。この場合、「十分満足できると判断されるもの」をＡ、「おおむね満足できる

と判断されるもの」をＢ、「努力を要すると判断されるもの」をＣとする。  
  イ 「Ⅱ評定」の欄には、第５学年及び第６学年の評定について、３、２、１の数字

により記入する。この場合、学習指導要領に示す各教科の目標に照らして、「十分満

足できると判断されるもの」を３、「おおむね満足できると判断されるもの」を２、

「努力を要すると判断されるもの」を１とする。  
  ウ 特別支援学校小学部及び小学校特別支援学級在籍者の場合は次のようにする。  
   ①  第５学年において特別な教育課程を編成している場合は、指導要録・様式２（指     

導に関する記録）の写し（「各教科・特別活動・自立活動の記録」が記載されて     

いる面のみ。大きさはＡ４縦型とする。大きさが違う場合は、縮小等をしてサイ     

ズを合わせる。以下同じ）を添付し、調査書の「Ⅰ観点別学習状況」及び「Ⅱ評     

定」の第５学年の欄は空欄とする。また、指導要録に第４学年以前の記載がある     

場合は、その部分を削除してかまわない。  
   ②  第６学年において特別な教育課程を編成している場合は、指導要録・様式２（指     

導に関する記録）に従って、学校の評価方法により「各教科・特別活動・自立活     

動の記録」を記入したものを添付し、調査書の「Ⅰ観点別学習状況」及び「Ⅱ評     

定」の第６学年の欄は空欄とする。また、指導要録に第４学年以前の記載がある     

場合は、その部分を削除してかまわない。  
   ③  上記①、②ともに該当する児童については、①による写しに第６学年の「各教     

科・特別活動・自立活動の記録」を記入して添付し、調査書の「Ⅰ観点別学習状     

況」及び「Ⅱ評定」の第５学年及び第６学年の欄は空欄とする。  
（５）「総合的な学習の時間の記録」の欄には、第６学年における学習活動と児童にどの   

ような力が身に付いたかなどを簡単な文章で記入する。  
（６）「特別活動の記録」の欄には、それぞれについて、第６学年における顕著な活動等   

がある場合、それらのことについて簡単に記入する。特に記入する事項がない場合は、  

「特記事項なし」と記入する。  
（７）「行動の記録」の欄には、それぞれについて、第６学年において「十分満足できると

判断されるもの」に○を記入する。○に該当しない欄は空欄とする。  
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（８）「資格・特技」の欄には、次のように記入する。  
  ア 取得している資格及び特技について簡単に記入する。  
  イ 第６学年における学校外の活動において表彰を受けるなど顕著なものがある場合    

は、それらについて簡単に記入する。  
  ウ 第６学年においてスポーツ等で大会等に出場した場合は、大会名と成績を簡単に    

記入する。  
  エ 特に記入する事項がない場合は、「特記事項なし」と記入する。  

（９）「特別活動の記録」及び「資格・特技」の記入については、「指導要録」に記載すべ

きことと判断した事項を記入することとする。ただし、活動等がより顕著であると   

判断される事項から優先して記入し、欄に書き切れない場合は割愛することとする。 

（ 10）「健康等に関する特筆すべき事項」の欄には、特記すべき事項や指導上参考となる   

諸事項がある場合は、それらを記入する。特に記入する事項がない場合は「特記事項   

なし」と記入する。  

（ 11）「学校生活上の配慮事項」の欄には、学習・生活・健康面等で配慮している事項があ

る場合に記入する。配慮している事項がない場合は「特記事項なし」と記入する。  

 

３  調査書の提出について  
（１）調査書作成にあたっては、上記１・２の事項に留意する。  
（２）調査書は所定の「「調査書」送信用封筒（封筒様式５－１（表）・５－２（裏））」に  

厳封（要「緘」の印）の上、保護者に送付又は手渡す。  
（３）調査書の提出は保護者が行うこととする。  
（４）調査書受付期間等は「入学者選抜実施要項」の「４  調査書」（Ｐ４～５）の項を参

照すること。  
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（８）「資格・特技」の欄には、次のように記入する。  
  ア 取得している資格及び特技について簡単に記入する。  
  イ 第６学年における学校外の活動において表彰を受けるなど顕著なものがある場合    

は、それらについて簡単に記入する。  
  ウ 第６学年においてスポーツ等で大会等に出場した場合は、大会名と成績を簡単に    

記入する。  
  エ 特に記入する事項がない場合は、「特記事項なし」と記入する。  

（９）「特別活動の記録」及び「資格・特技」の記入については、「指導要録」に記載すべ

きことと判断した事項を記入することとする。ただし、活動等がより顕著であると   

判断される事項から優先して記入し、欄に書き切れない場合は割愛することとする。 

（ 10）「健康等に関する特筆すべき事項」の欄には、特記すべき事項や指導上参考となる   

諸事項がある場合は、それらを記入する。特に記入する事項がない場合は「特記事項   

なし」と記入する。  

（ 11）「学校生活上の配慮事項」の欄には、学習・生活・健康面等で配慮している事項があ

る場合に記入する。配慮している事項がない場合は「特記事項なし」と記入する。  

 

３  調査書の提出について  
（１）調査書作成にあたっては、上記１・２の事項に留意する。  
（２）調査書は所定の「「調査書」送信用封筒（封筒様式５－１（表）・５－２（裏））」に  

厳封（要「緘」の印）の上、保護者に送付又は手渡す。  
（３）調査書の提出は保護者が行うこととする。  
（４）調査書受付期間等は「入学者選抜実施要項」の「４  調査書」（Ｐ４～５）の項を参

照すること。  
 

外
国
語

知識・技能 Ａ

2 3

勤 労 ・ 奉 仕

記載責任者・職・氏名 教諭　　　磐井　一郎

（記入例）

　　この調査書は事実に相違ないことを証明する。

　　　　令和　６年　１２　月　２０　　日
学 校 名 一関市立不屈小学校

印
校 長 氏 名 一　関　花　子

資 格 ・ 特 技 健康等に関する特筆すべき事項 学校生活上の配慮事項

・書道３段取得
・全国絵画コンクール優秀賞
・市内陸上競技大会6年男子100Ｍ優勝
・県合唱コンクール優秀賞

・アレルギー疾患があるため、保健室にエピ
ペンを常備している。

　特記事項なし

思 い や り ・ 協 力

主体的に学習に取り組む態度 Ｂ 生 命 尊 重 ・ 自 然 愛 護 ○

Ａ 公 共 心 ・ 公 徳 心

思考・判断・表現 Ａ 公 正 ・ 公 平 ○

主体的に学習に取り組む態度

体

育

知識・技能 Ｂ

2 2

創 意 工 夫

○

思考・判断・表現 Ａ 自 主 ・ 自 律

主体的に学習に取り組む態度 Ａ 責 任 感

家

庭

知識・技能 Ａ

3 3

健 康 ・ 体 力 の 向 上

○

思考・判断・表現 Ｃ

主体的に学習に取り組む態度 Ｂ 基 本 的 な 生 活 習 慣

図
画
工
作

知識・技能 Ｂ

2 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年
　　内容

主体的に学習に取り組む態度 Ａ 行動の記録

音

楽

知識・技能 Ａ

3 3

６　年
思考・判断・表現 Ｂ

生活委員長（前期）

〇 ク ラ ブ 活 動 〇

手芸クラブ部長

〇 学 校 行 事 〇

運動会応援リーダー

理

科

知識・技能 Ｂ

2 2

Ｂ

主体的に学習に取り組む態度 Ｃ

思考・判断・表現 Ｂ

2思考・判断・表現 Ｂ

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現 Ｃ

3

〇 児 童 会 活 動 〇
算

数

知識・技能 Ｃ

1 1思考・判断・表現 Ｃ

主体的に学習に取り組む態度 Ｃ

3思考・判断・表現 Ｂ

5 骨折による入院（５）

総合的な学習の時間の記録（６年）

主体的に学習に取り組む態度

各 教 科 の 学 習 の 記 録

教
科

Ⅰ　観 点 別 学 習 状 況 Ⅱ評定

観点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　学年 ６年 ５年 ６年

Ａ

〇 学 級 活 動 〇

学級委員長（後期）
生活班長（１学期）

「ふるさと発見」をテーマに、地域において聞き
取り調査を行い、調査結果をまとめ発表すること
で、情報活用能力や表現力が身に付いた。

特 別 活 動 の 記 録（６年）

社

会

知識・技能 Ｂ

2

国

語

知識・技能 Ａ

岩　手　太　郎
欠 席 の 記 録

生年月日 平成　２４　年　　１０　月　　１　日生 学年 欠席日数 主な欠席の理由

様式4(A4縦長）

令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校入学志願に関する調査書

志

願

者

ふ り が な いわ　て　　たろう
性
別

男 ・女
受 検 番 号

氏    名

現 住 所 岩手県一関市不屈町字不撓３－１－２ 5年 3 風邪（２）、体調不良（１）

令和７年３月　  卒業見込 6年
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− 19 −



− 20 −



− 21 −

様式６－２（Ａ４縦長）

志願者 受検番号
志願者 氏　　　名 様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

※あなたの適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、面接の総合得点は、３００点満点中 点です。

令和　　　年　　月　　日

入 学 者 選 抜 結 果 通 知 書

あなたは入学予定候補者として選抜されませんでしたので、お知らせします。

- 21 -
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様式６－２（Ａ４縦長）

志願者 受検番号
志願者 氏　　　名 様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

※あなたの適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、面接の総合得点は、３００点満点中 点です。

令和　　　年　　月　　日

入 学 者 選 抜 結 果 通 知 書

あなたは入学予定候補者として選抜されませんでしたので、お知らせします。

- 21 -

様式７（Ａ４縦長）

様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

1 入学志願者の受検番号・氏名・選抜結果等

受検番号 氏 名 選抜結果等 受検番号 氏 名 選抜結果等

※　「合」→入学予定候補者に選抜された児童
※　「否」→入学予定候補者に選抜されなかった児童
※　「未」→選抜検査を受けなかった児童
※　　表は人数に応じて適宜変更することができるものとする。

記

　貴校からの令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校への入学志願者における選抜
結果等について、下記のとおりお知らせします。
　なお、合格した児童が、貴校からの入学予定候補者となります。

入　学　者　選　抜　結　果　等　一　覧　表

　令和　　　年　　月　　日

- 22 -
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様式８（Ａ４縦長）
　　　令和　　　年　　月　　日

本人氏名

保護者氏名

1 本人及び保護者の氏名等

2 本人が三親等以内の親族宅から通学する場合等 ※ 該当しない場合は空欄とする。

(注) １　本人欄、保護者欄及び親族欄はそれぞれ自署してください。

氏　　名

連絡先電話番号

本人との関係

２　４月以降の住所が未定の場合は、予定地の市町村名までを記入してください。

所属学校 立

氏　　名

保
護
者

4月以降の住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校

連絡先電話番号

親
族

4月以降の住所

住　　所

ふりがな

ふりがな

氏　　名

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　様

本
人

受検番号
ふりがな

入　学　確　約　書

私は、岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ入学することを確約するとともに、期限までに下記
の書類を提出いたします。

- 23 -
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様式８（Ａ４縦長）
　　　令和　　　年　　月　　日

本人氏名

保護者氏名

1 本人及び保護者の氏名等

2 本人が三親等以内の親族宅から通学する場合等 ※ 該当しない場合は空欄とする。

(注) １　本人欄、保護者欄及び親族欄はそれぞれ自署してください。

氏　　名

連絡先電話番号

本人との関係

２　４月以降の住所が未定の場合は、予定地の市町村名までを記入してください。

所属学校 立

氏　　名

保
護
者

4月以降の住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校

連絡先電話番号

親
族

4月以降の住所

住　　所

ふりがな

ふりがな

氏　　名

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　様

本
人

受検番号
ふりがな

入　学　確　約　書

私は、岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ入学することを確約するとともに、期限までに下記
の書類を提出いたします。

- 23 -

様式９（Ａ４縦長）

ふりがな

ふりがな

令和７年２月　　日

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 印

受検
番号

住　所

保
護
者

小学校立

氏　名

在籍学校

入
学
予
定
者

氏　名

入　学　予　定　者　証　明　書

住　所

上記の者は、令和７年度岩手県立一関第一高等学校附属中学校の入学予定者で
あることを証明します。

(注) 保護者は、令和７年２月５日（水）１６時までに、この証明書を住所の存する
市町村教育委員会へ持参し、お子様を岩手県立一関第一高等学校附属中学校へ入
学させる旨を届け出てください。
なお、令和７年３月３１日までに転居することがある場合は、転居先の市町村

教育委員会へ持参し届け出てください。

- 24 -
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様式１０（Ａ４縦長）

様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

1 　入学予定者の受検番号・氏名

受検番号 氏 名 備考 受検番号 氏 名 備考

※　表は、人数に応じ、適宜変更することができるものとする。

記

　貴校からの入学予定候補者のうち、下記児童が岩手県立一関第一高等学校附属中学校への
入学手続きを行い、入学予定者に決定しましたので通知します。

入　学  予  定  者　決　定　通　知　書

　令和　　　年　　月　　日

- 25 -
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様式１０（Ａ４縦長）

様

　　岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 　印

1 　入学予定者の受検番号・氏名

受検番号 氏 名 備考 受検番号 氏 名 備考

※　表は、人数に応じ、適宜変更することができるものとする。

記

　貴校からの入学予定候補者のうち、下記児童が岩手県立一関第一高等学校附属中学校への
入学手続きを行い、入学予定者に決定しましたので通知します。

入　学  予  定  者　決　定　通　知　書

　令和　　　年　　月　　日

- 25 -

様式１１（Ａ４縦長）
　　　令和　　　年　　月　　日

本人氏名

保護者氏名

ふりがな

ふりがな

(注)１　本人氏名と本人欄及び保護者氏名と保護者欄は自署してください。

　　２　提出先は岩手県立一関第一高等学校附属中学校です。

〒021-0894
岩手県一関市磐井町９－１
　 岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　宛

岩手県立一関第一高等学校附属中学校長　様

　私は、下記の理由により、岩手県立一関第一高等学校附属中学校への入学を辞退します。

入　学　辞　退　届

在籍学校

辞
退
理
由

　　３　郵送の場合は下記住所に送付してください。

氏　名

住所

氏　名

本
人

保
護
者

受検番号

立 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学校

住所

- 26 -
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別紙様式１（Ａ４縦長） 

 

 

入学選考料免除申請書 
 

 

令和  年  月  日 

 

  岩手県立一関第一高等学校附属中学校長 様 

 

                申請者 

                  住 所 

                  氏 名 

                      （本人署名） 

                保護者 

                  住 所 

                  氏 名 

                      （本人署名） 

 

  下記の理由により、入学選考料の免除を受けたいので承認くださるよう申請します。 

記 

 １ 免除申請の理由（該当する記号に○印を記入すること。） 

   新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因して、 

  ア 生活保護世帯となった 

  イ 経済的事情により就学が困難となった 

 ＜具体的な事情を記載＞ 

 

 

  

２ 減免理由の生じた日 

     年  月  日 

 



− 28 −

別
紙
様
式
２
（
Ａ
４
判
横
型
）

家
庭
状
況
調

書

生
徒
氏
名

資
産

土
地

宅
地
・
農
地
・
山
林
・
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

生
徒
住
所

家
屋

自
家
・
借
家
等
（
月
額
 
 
 
 
 
 
円
）・
そ
の
他
（
 
 
 
 
）

保
証
人
氏
名

連
絡
先
（
 
 
 
 
 
）
 
 
 
－
 
 
 
 
 

援
助

状
況

有
・
無
援
助
者

交
通

遺
児
等

該
当

非
該
当

保
証
人
住
所

援
助
月
額

 
 
 
 
 
 
 
円

家 庭 状 況

氏
名

生
徒

と
の

続
柄

生
年
月
日

（
年
齢
）

健
康
状
況

勤
務
先
(
職
業
)

又
は
学
校
名

同
居

別
居

の
別

収
入
月
額

備
考

勤
労
事

業
収
入

恩
給
年
金
等

収
入

そ
の
他
の
収

入

計

本
人

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

（
 
 
歳
）

良
・
不
良

同
・
別

備
考
１
「
家
庭
状
況
」
の
欄
は
、
生
徒
と
生
計
を
と
も
に
す
る
も
の
に
つ
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
２
「
生
年
月
日
（
年
齢
）
」
の
欄
の
括
弧
内
に
は
、
申
請
日
現
在
の
年
齢
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
３
「
健
康
状
況
」
の
欄
は
、」
良
ま
た
は
不
良
の
ど
ち
ら
か
を
〇
で
囲
み
、
不
良
の
場
合
は
そ
の
状
況
を
「
備
考
」
の
欄
に
詳
細
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
４
「
収
入
月
額
」
の
欄
中
、「
勤
労
事
業
収
入
の
欄
は
給
与
収
入
、
農
業
収
入
、
営
業
輸
入
等
を
、「
恩
給
年
金
等
収
入
」
の
欄
は
恩
給
、
年
金
、
手
当
等
、
を
「
そ
の
他
の
収
入
」
 
 

の
欄
は
不
動
産
収
入
等
の
継
続
的
収
入
を
そ
れ
ぞ
れ
月
額
を
算
定
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
５
「
交
通
遺
児
等
」
の
欄
は
児
童
福
祉
法
(昭
和

22
年
法
律
第

1
6
4
号
)第

6
条
に
規
定
す
る
保
護
者
も
し
く
は
同
法
第

6
条
の

3
に
規
定
す
る
里
親
が
自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
し
た
場
合
又
は
自
動
車
事
故
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
(昭
和

30
年
政
令
第

2
8
6
号
)別
表
の
後
遺
障
害
第

1
級
か
ら
第

3
級
ま
で
に
該
当
す
る
場
合
は
該
当
を
〇
で
囲
み
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
非
該
当
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

-28-
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（別紙様式３） 

-29- 

 

本調書を、入学選考料免除申請書と合わせて県立中学校長へ提出してください。 

 
提出書類準備確認調書 

 
入学選考料減免申請に必要な書類の準備をしましたので、本書と合わせて提出します。 

申請者 

  住 所 

  氏 名 

       （本人署名） 

主たる生計者 

  住 所 

  氏 名 

       （本人署名） 

 

【提出書類準備確認欄（申請者は、準備した書類の確認欄に✓を記載すること。）】 

減免申請の理由 

（該当号に○をすること。） 

1 

号 

2

号 

提 

 

出 

 

書 

 

類 

提出書類準備確認調書（本書） 
□ □ 

入学選考料免除申請書（別紙様式１） 
□ □ 

家庭状況調書（別紙様式２） 
□ □ 

生活保護世帯であることを証明する書類 
□  

※以下は、該当する場合に提出 

(1) 

 

給与収入の場合 ・最新の源泉徴収票の写し 

・減収前（1ヶ月分）から現在までの給与明細書の写し 

※新規に就職した場合は、給与支払見込証明書 

（別紙様式４） 

 □ 

(2) 自営業者（漁業・農業者

等を含む）の場合 

・最新の確定申告書の写し 

※減免申請書の理由欄に現在所得が減少していること

及び具体的な所得額（月額）を記載してください。 

 □ 

(3) 年金を受給している場合 最新の年金改定通知書の写し又は払込証明書の写し  □ 

(4) 障がい者手帳の交付を受

けている場合 

手帳の写し 
 □ 

(5) 児童扶養手当、特別児童

扶養手当及び児童手当を

受給している場合 

児童扶養手当証書等の写し 

 □ 

(6) 借家等に居住し家賃を払

っている場合 

借家額を確認できる書類（契約書等）の写し 
 □ 

(7) 小中学校に在学している

場合 

教材代等証明書（別紙様式５） 
 □ 

(8) 兄弟（姉妹）が高等学校、

高等専門学校に在学して

いる場合 

・教科書の購入金額が確認できる書類の写し 

・公共交通機関の定期券等の写し  □ 
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- 30 - 
 

（別紙様式４） 

給 与 支 払 見 込 証 明 書 

雇用されている者 
住 所  

氏 名  

１ 契約内容 

職  名  等 

（職務内容含） 

 

雇 用 期 間     年   月   日 ～    年   月   日まで・未定 

更新の有無 有（期間等         ）・無 健康保険等の加入の有無 有 ・ 無 

給与(賃金)支給形態 

※いずれかに記入 

□ ア 月 給 月額          円 

□ イ 日 給 日額       円 週・月    日勤務 

□ ウ 時 給 時額      円 ・１日   時間勤務で週・月   日勤務 

                ・１月   時間勤務 

□ エ その他（                           ） 

賞与等の有無 有 ・ 無 

給与等支給日 毎月   日 支給内容 前月分 ・ 当月分 ・ その他（ 日～  日分） 

備    考  

２ 給与（賃金）の支給見込額 

支 給 期 支 給 日 支 給 額 支 給 期 支 給 日 支 給 額 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

年  月分 月  日 円 年  月分 月  日 円 

賞与等  月分 月  日 円 賞与等  月分 月  日 円 

 合       計 円 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

     年   月   日 

                    所 在 地 

                    電 話 番 号 

                    事 業 所 名 

                    事業主氏名                   印 
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（
別
紙
様
式
５
）

年
 
 
 
月
 
 
 
日

一
関
第
一
高
等
学
校
附
属
中
学
校
長
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
申
請
者
氏
名

入
学
選
考
料
等
の
免
除
申
請
の
た
め
必
要
で
す
の
で
、
下
記
に
つ
い
て
証
明
願
い
ま
す
。

年
度
教
材
代
等
証
明
書

児
童
・
生
徒
氏
名

学
 
 
年

第
 
 
 
 
学
年

第
 
 
 
 
学
年

第
 
 
 
 
学
年

学
校
給
食
費

円
円

円

教
材
代

円
円

円

※
１
学
校
給
食
費
及
び
教
材
代
と
も
年
額
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
額
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
予
定
額
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

 
 
 
な
お
、
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
又
は
自
由
選
択
方
式
等
の
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
教
材
の
範
囲
は
正
規
の
教
材
と
し
て
学
校
長
が
指
定
す
る
も
の
で
、
当
該
学
級
の
全
児
童
・
生
徒
が
必
ず
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
次
に
あ
げ
る
書
籍
又
は
冊
子
に
限
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
教
材
用
機
材
、
器
具
等
は
該
当
に
な
ら
ず
、
学
校
管
理
規
則
で
補
助
教
材
の
使
用
に
つ
い
て
承
認
ま
た
は
届
出
を
求
め
て
い
る
教
材
と
は
範
囲
が
異
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

 
 
(
1
)副
読
本
的
図
書

 
 
 
ア

教
科
書
の
発
行
さ
れ
て
い
な
い
教
科
に
使
用
す
る
教
科
用
図
書

 
 
 
イ

解
説
書
、
資
料
集
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
学
習
必
携
、
学
習
便
覧
、
地
図
帳
、
音
楽
曲
集
等
の
よ
う
に
正
規
の
教
科
書
又
は
上
記
ア
の
教
科
用
図
書
に
添
え
て
補
助
的
に
用
い
る
学
習

用
の
読
本
で
あ
る
こ
と
。

 
 

(
2
)ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

 
 
 

学
習
帳
、
練
習
帳
、
ド
リ
ル
ブ
ッ
ク
、
テ
ス
ト
集
、
プ
リ
ン
ト
集
、
日
記
帳
、
夏
・
冬
休
み
帳
、
白
地
図
帳
、
問
題
集
、
ス
キ
ル
ブ
ッ
ク
、
特
定
教
科
書
用
書
き
込
み
式
学
習
ノ
ー
ト

等
学
習
内
容
の
理
解
及
び
反
復
練
習
又
は
自
学
自
習
の
た
め
に
必
要
な
書
籍
及
び
冊
子
で
あ
る
こ
と
。

 
 

(
3
)和
洋
辞
典

 
 
 
 
国
語
辞
典
、
漢
字
辞
典
、
英
和
辞
典
、
和
英
辞
典
等
こ
と
ば
を
集
め
て
一
定
の
順
序
に
並
べ
、
そ
の
読
み
方
、
意
義
、
語
源
及
び
用
例
等
を
解
説
し
た
書
籍
で
あ
る
こ
と
。

上
記
の
と
お
り
証
明
し
ま
す
。

年
 

 
 
月

 
 

 
日

（
学
校
長
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印

-31-
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封筒様式２

入学願書等提出用封筒（添付）
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封筒様式２

入学願書等提出用封筒（添付）
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配達指定日（12/26）の
シールをはって下さい



− 36 −

6
年

1
2
月

5
日

↑

6
年

1
2

月
5

日

様

印

〒

休
憩

、
用

紙
配

付
適

性
検

査
Ⅲ

昼
食

控
室

集
合

、
面

接
注

意
面

接

（
注

）
志

願
者

及
び

保
護

者
の

欄
は

、
そ

れ
ぞ

れ
自

署
し

て
く

だ
さ

い
。

（
記
入
例
） 〒

0
2
1
－

〇
〇

〇
〇

岩
手
県

一
関

市
不

屈
町

字
不

撓
　
　
　

　
　

　
３

－
１

－
２

〒
志

願
者

の
現

住
所

と
同

じ

（
※

欄
は

記
入

し
な

い
）

〒
０

２
１

－
〇

〇
〇

〇
　

岩
手

県
一

関
市

不
屈

町
字

切
磋

５
－

１
０

小
学

校
名

一
関
市

立
不

屈
小

学
校

保
護

者

小
学

校
名

一
関

市

1
1
:0

5
～

1
1
:3

0
1
1
:3

0
～

1
2
:1

5
1
2
:1

5
～

1
3
:1

5
1
3
:1

5
～

1
3
:3

0
1
3
:3

0
～

1
5
:0

0
1
5
:1

0
（
終
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